
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に、山形旅行を終えた王治本は六月二十三日に四たび仙台に帰ってきたが、七月一日の『奥羽』によると、直ちにまた一時仙台を離れたようで、 「同国人王予坊邱宝林の二氏及び随行員と共に」六月三十日に、五たびということになろうか、 「来仙針生旅店に投宿」した。管見では、 王予坊
（字は海帆）















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































	 「松本撿事の起訴」は兵作が自殺補助の罪で豫審廷へ引き渡されたこと、 「芸妓 不景気」は心中事件のため、一月下旬からの不景気に拍車がかかったことを述べる記事。
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森重郎については、田村寛三『酒田人名辞書』 （田村寛三、 一九七 年）一五八頁、庄内人名辞典刊行会編『新編庄内人名辞典』 （庄内人名辞典刊行会、一九八六年）六二八頁。
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近代城市公用事業発展的歴史困境――以漢口水電事業為例」 （ 『江漢大学学報（人文科学版） 』第三十一巻第六期、
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畠山辰夫「王治本の遺墨」 、 「王治本余聞」 同氏『春蘭』 、アイエ書店、一九七五年） 。
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剣堂田沼易簡撰「宮城県登米郡長従六位佐伯君墓誌銘」 （ 『羽北遺稿』巻末） 。
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